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　B－49 電知%4度泳．こよiぬれ・動力即叫兄　利軟

　　　　奉答ヤよ,家政疲辺昌　皿川美忠子

　　　　岐阜女難礼譲昧゜岡村舒支

　回勅　多孔･陳固伜の遵外によろぬれの現象は涜浄め鬘キ的な問題であり，享尽各纒秘以

げ力に胴・帰陣-B覆討寸る匁めにも^^であ%.
　滓研乳では夕狐作図棒の液外によう旅此を解明iるちめの妨しヽヽ方54を乃乖L , がﾗ貳

フA ＼レターや也･レロ-スフいレターなと゛を試片M t 野面湛作剤洛麦やよろぬれ^ ≫堤^
r~.

　方遠　両蹄バヨ量電極をつけおテフロン笏考･レ中･乙似科を誌め. 下倅‘を粗時に痔触々-^

ろb 毛昔現%;によっ・雀蜂I* t･レ中をに･岑i , 浹醵i･<・蹄の電命[こ廸触'ti ヒ^極り跨

在が｀急報叫奸すら，試糾のぬれめ双合が浪t りt る＼--弧，マ穆政値匯t いヽ惨下I / 妬

冷ヒぬれ% t廊銃植は一隻'>^々･．こめ鍔抗め特向的羨化It 自記記録すいいヽよ') ぬれ

の現象を耐糎レ札
　路栗々.･レのT 埓の電穂V- 煥肩が梅触した瞬同(,ヽ・･レス/'よバ簾知すら)ヵヽら復刻t><

と晦の電池は到ますに

ﾉtが噌ｶすると増丸しぬれ･八くなる紳伺を示しt-. なり｀ﾗ･スフわレターぞ/～^執

心･レa 一ヌフりレターで則ク～ぶ紗姓溥であろ，カタto ･り･ヽり埓伎の萱化一政/心･

はガフヌフ4 ≪／夕一て｀/まDpC魂渡lこよ･フフけV:んど菱涯i ない力ら■^ルロースフ4 μノダ

ーで'I*D FC 遠浅i'詠存1 る.
　このタ応1*セIレめ^脩を用攻11いわでも瀦硯象I-よるMi れ乞通峰'・把堤t るこヒが｀

ぞも徒集のタ沌ぞは刄啖囲雅乃=泌れ^ま戊諭的解擦りヽ易‘噺りZ t D<可恥ぞある．

　B―50 大Vツプドフロー法による界面活性利の吸%の研免(峯ﾆｰ毅)

　　　　祭良す久蒙玖　　浅辺昌　IS川芙色｡子

　　　　抹尊護]で娃叉　○官本,装

　目的　被服の息浄作用の過程において被暖バち垢へ・界面活性利り吸%は東琴な役l'l を

蒙たもiｶヽし，界面治性利の吸着^衡に哨‘ずる研免ば4いが，£洩貧的研究は少ないの

T カー'Vでンブラックに吸着しre SOSの嵩匯の旅所変化をストッフリ｀フロー法わ訃ヽて検討

した。前祝[１巾Ξ]あ尊大聞き瓦舒総兪肇が回研免発奮々)でliカーホrンデラヽパ(109le)

に吸着したSDS(rx(oづ砲/l⌒|戸。ot/いの忿離,^一次反応抑（従vし脱齢C崖定枇は

哨O-^seC'になうい:を秘佑した。そこで本研もではSDSのCMC 付えおよび'i iM．以よ｡り

適をのkineticsの解有を試吋だ。
　力広　2本のシ')ンジ｀V. !昆今ｔル£用いてSDS(り佃'''｡μ～旧”・μ/i)を孝むn - が

ンアラヴワ(|りμ)のサスペンションl水で約μ)倍に今釈し, ￥の瞬がnヽらの伝平良の柾

時灸化を勿記記載し吏。裴験は-rべてZOXで行なっPi。

　経求，今秋し瓦嗅関心ヽらサスベンシ，ンの伝4度,^吋間の旅邁に従－て増加レ朽釦秒

でぱぼ銘和値に還に　そり後も介のオーグ一の所朗尺友で徐々に贈尺i る傾向をぶ,しr-:。

そめSOS濃凍fc仏4･湊の関^^および吸春情豪放をりりr おいて脱雛のkineticsを解鰍する

と脱紅初期でば一次反たべに挑い，SOSの脱雛速丿定数ぱyりo'' seC' になづc .しヵヽレ

反応が達むに従い吸*．彩啄が現われ鳶。吸鴇の彩響Itサスペンシ・ンすの初演考が小７

い複, 孤峰闇で現幻れた。CMC以r <n SDβ濃λの腸鳶で≒lSDSの吸着量を用いてプロット

■fる必香がある。




